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ソリューション選定ガイド
適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

このガイドが
必要な理由

企業で TMS ソリューションが必要とされている
ことは間違いありません。問題は、投資を最大
限に回収できるソリューションをどのようにして選
ぶかです。
戦略から実践までをカバーする、輸配送管理システム (TMS) のメ
リットは明白です。しかし、そのことが TMS 市場の混乱を招いていま
す。すべての競合製品を比較して適切な TMS ソリューションを選択
するにはどうしたらよいでしょうか。このソリューション選定ガイドは、その
手助けをするためのものです。このガイドでは、必要とする主要機能
を明らかにし、すべての TMS プロバイダに確認すべきことを明確に示
します。

高度な輸配送管理システムは、収益性、サービス、
持続可能性に関する成果を最大限に高めて、企業
に競争力をもたらします。
このソリューション選定ガイドは、適切なシステムを選
択するために役立ちます。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

輸配送管理：
課題であり、機会でもある

世界各地の輸配送管理チームは
かつてないほど大きな課題に直面
しています。これは確かに想像し
難いことです。
顧客は、どこにいても、また製品がどこにあっても、
迅速で低コストでの出荷を期待していますが、燃
料コストの上昇や労働力その他のリソースが利益
率に影響を及ぼしています。急な需要の変化か
ら輸配送ルートの切断まで、混乱は日常的に起
こるようになりました。

さらに、政府の規制や環境問題に敏感な消費者
の目もあり、持続可能性への取り組みを進めざる
を得なくなっています。

物流のあらゆる工程は脅威とリスクに満ちています
が、それを機会と捉えることもできます。輸配送は
サプライチェーンにおける最大のコストセンターかも
しれませんが、競争上の最大の差別化要因にな
る可能性もあります。

今日の複雑なビジネス環境では輸配送の最適化が最重要課題として浮上
しています。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

高度な輸配送管理
システムの登場

今日の課題の複雑さや最新の
輸配送ネットワークの複雑さを考
えると、手動のプロセスや従来の
システムを使用して輸配送を最
適化するのは不可能です。
今日の TMS ソリューションは、人工知能 (AI)、
機械学習 (Ml)、最適化エンジン、自動化、予
測分析を活用して、企業が混沌とした状況の
中でもスマートで高収益性をもたらす意思決定
を行えるよう支援します。End-to-Endの輸配
送ネットワークで状況を監視し、

リアルタイムデータを取り込み、分析を実行し、ト
レードオフを検討して、コスト、サービス、持続可
能性といった要因のバランスが取れた最適な行
動計画を決定します。

TMS ソリューションはロボット、カメラシステム、そ
の他のイノベーションを活用することで、日常のプ
ロセスを合理化し、自動化します。サービスレベル
を高めながら、コスト、必要な労働力、環境への
影響を最小限に抑えるのです。注目すべきは、
年中無休で動作し、問題を特定してマイクロ秒
単位で解決することです。人間が介入する必要
はほとんどありません。

世界の TMS 市場は年14.8%の成長率で拡大しており、2030年までに
311億8,000万ドルに達する見込みです。
出典： Grand View Research
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

輸配送管理システムとは

TMS とは何か
簡単に言うと、TMS とは商品の移動に関連する
さまざまなプロセスを管理し、多くの場合は自動
化するソフトウェアのことです。TMS によって、物
流チームはすべての業務拠点で起こっている状
況をリアルタイムに確認し、管理できるようになり
ます。データを収集して分析することで、TMS は
問題を特定し、サービスとコストに関する成果を
継続的に高めます。

今日の最先端の TMS ソリューションの設計目的：

0
6

 すべての輸配送業務において、リアルタイムの可
視化を実現し、統合データモデルと1つの共有さ
れた視点を提供する

 異常を検出し、分析を実行して、即座に解決す
ることで、輸配送計画と実行を密接に連動させる

 最先端の AI、ML、最適化エンジン、意思決定
の自動化を十分に活用し、継続的に計画と再計
画を行う
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

TMS に必要な機能を
確認するための
チェックリスト

適切な TMS を選択するには、
数百件の顧客導入事例、豊富
な成功実績、業界での認知度が
あり、研究開発に積極的に投資
しているベンダーを探すことが重要
です。
すべての TMS が備えるべき4つの「必須機能」は
以下のとおりです。

 高度な輸配送計画
 統合された輸配送の実行
 最適化された輸配送調達
 インテリジェントな荷組み

投資対効果を最大化するために「あると望まし
い機能」が2つあります。

 輸配送モデリング

 デジタル輸配送業者ネットワーク管理

次のように考えてみましょう。成功の鍵を握ってい
るのは、物流の工程全体における輸配送管理
機能を最適化できるかどうかです。TMS が包括
的な機能を備えていれば、最小限の時間、費
用、その他のリソース投資で容易に最適化を実
現できます。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
高度な輸配送計画

トップクラスの TMS ソリューション
は、コスト、持続可能性、サービス
要件などの重要な要因に基づき、
サプライヤー、工場、流通業者、
小売業者、顧客からのリアルタイ
ムの情報、さらにはニュース、イベ
ント、天気などのサードパーティの
データを収集し分析して、計画を
立てます。
こうした AI や ML を活用した分析により、動的
な再計画や、同様に重要な、予想外のことが起
きたときの再計画が可能になります。

ほとんどの場合、高度な輸配送計画エンジンは、コ
スト、サービス、持続可能性、その他の優先事項
のバランスを最適に保てるよう、自律的に対応しま
す。さらに複雑な問題の場合は、主要な利害関
係者が連携して解決する必要があります。

相互運用性は重要な考慮事項です。輸配送計
画エンジンは、輸配送実行機能、倉庫管理シス
テム、特化したツール、サードパーティシステムとリア
ルタイムでシームレスに連携する必要があります。
緊密な統合と相互運用性によって、End-to-
Endで例外が可視化され、優先順位付けされ、
輸配送ネットワーク全体がシームレスに連携して問
題をより迅速に解決できるようになります。

高度な輸配送計画は高度な輸送計
画は、地域およびグローバルプロセス、
入荷・出荷、統合フリートおよび共通
キャリア計画、動的な大陸間計画をカ
バーする、End-to-Endで高いスケー
ラビリティを備えたソリューションです。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
統合された輸配送実行

TMS は大幅にコストを削減して
サービスと持続可能性を向上でき
るよう設計されていなければなりま
せん。そのためには、当初の計画に
おいて、あるいは状況の変化に応
じて、経路やモードの選択、コンテ
ナの容量、資産活用を最適化す
る必要があります。

実行エンジンは、リアルタイムの可視性を活かして
日常のプロセスとワークフローを合理化し、自動化
することで、輸配送機能全体の大幅な自動化と、
効率性や生産性の向上を図ります。

輸配送の実行がデジタル化されるので、企業はす
べての注文と出荷の状態を正確に把握できます。
TMS は予測分析を通じて、重要な顧客関係に
影響をきたす前に問題を事前に明らかにするだけ
でなく、複数の目標をバランスよく達成して最高の
成果を得る方法を推奨します。

最先端の TMS は、日常の輸配送
の実行を、状況変化に応じた動的な
再計画機能と密接に連携しているこ
とを保証します。計画と実行を統合す
ることで、物流チームはリスクを最小化
し、俊敏性を最大化できます。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
最適化された輸配送調達

高度な TMS は企業が輸配送
業者とのあらゆる関係を管理す
るために活用できる、統合され
たインテリジェントなシステムを提
供します。
AI と ML を活用する TMS の輸配送調達エ
ンジンでは、輸配送業者のパフォーマンスの制
約、コスト、サービスへの影響、その他の意思
決定要因を自動的に考慮する必要がありま
す。

また、プランナーがさまざな実行オプションの結果
を可視化できるようにするための what-if 調達
シナリオもサポートする必要があります。

調達チームは、リアルタイムの入札イベントを通し
て、実際に削減できるコストを数分で特定し、リ
アルタイムの輸配送業者エンゲージメントを向上
させ、コストを抑えられる競争入札環境を構築す
ることができます。高度な TMS テクノロジーを活
用して輸配送調達の複雑なプロセスを管理する
ことで、すべてのジョブでサービスとコストの適切な
バランスが簡単かつ自動的に保たれるようになり
ます。

TMS はTMSは、グローバルな輸配
送業者のネットワークとリアルタイムで
協働し、最適なサービスレベルと最適
なコストを両立させるための単一のデ
ジタルプラットフォームを提供します。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
インテリジェントな荷組み

高度な TMS は、サービスレベル
を向上させながらコストダウンを図
るため、インテリジェントな荷組み
機能によってフルフィルメント計画と
輸配送計画を統合します。
企業は余剰キャパシティや注文出
荷のミスといったリスクを最小限に
抑えられます。

TMS ソフトウェアは、注文と期限、在庫状況、コ
ンテナのサイズとタイプ、出荷ルートと目的地、その
他の要因に関する膨大な量のデータをマイクロ秒
単位で考慮します。これは人間のプランナーが考
慮できる情報量をはるかに超えています。製品の
在庫状況やトレーラー空間の容積などの制約が
計画フェーズで考慮されるので、実行時に予想外
のことが起こる確率を最小限に抑えられます。

最適な TMS はネットワーク全体で荷組み計画を
可視化するので、輸配送業者はコストとサービス
の優先度を完全に把握できます。
そのため、優先度の高い重要な注文が見過ごさ
れ、優先度の低い注文が出荷されるのを防ぐこと
ができます。

AI と ML を活用した TMS の荷組み
エンジンは、在庫状況を踏まえて貸切
便を運用できるようにするほか、積荷と
ルートの構築を最適化します。コストと
サービスの両方に基づき、在庫、設備、
製品、梱包の制約を考慮して、出荷
をグループ分けします。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
輸配送モデリング

今日の複雑な輸配送ネットワーク
は、配送センター、マイクロフルフィ
ルメントセンター、オペレーション
ヤード、トラックの車両群、さらには
外部のマルチモーダルな輸配送業
者ネットワークの無秩序な集合体
であり、地球の裏側にまで広がって
いく可能性があります。
コストとサービスの成果を真の意味で最適化する
ために、TMS はサービス、収益性、持続可能性
の目標を達成することのできる最も効率的で低コ
ストのネットワークモデルを、継続的かつ詳細に特
定できなければなりません。

what-if シナリオのモデリング機能は必須です。企
業は混乱に対処しようとしており、ネットワーク全体
を軌道に乗せるために、ファクトに基づく意思決定
をリアルタイムで行っているからです。

TMS はコストの削減の成果や売上機会を定量
化し、継続的に測定して、パフォーマンスを向上さ
せ、ネットワークの変更を優先順位に従って順次
適用できるようにする必要があります。この常時有
効な分析機能は、激しく変化し続ける今日の物
流環境において、コスト、サービス、持続可能性の
成果を真の意味で最適化するために欠かせないも
のです。

AI と ML を活用した TMS の モデリン
グエンジンは、リアルタイムデータを取り
込み、複雑な分析を実行して、新しい
ポリシーを定義します。また、市場の状
況の変化を反映してネットワークを調整
します。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

必要な機能
デジタル輸配送業者ネットワーク管理

大部分の企業はグローバルな輸
配送業務の管理を外部の輸配送
業者に依頼しています。これらの輸
配送業者はサプライチェーンの外
部にいながらも、顧客との約束を
守るための中心的な役割を果たし
ています。
デジタル輸配送業者ネットワーク管理により、すべ
てのパートナーが重要なサプライチェーン情報をタイ
ムリーかつオープンに入手できるようになり、サプライ
チェーンに回復力がもたらされます。

TMS の主要な機能の1つは、動的な価格検出
です。契約運送業者の価格設定やキャパシティは
常に変動しますが、TMS はそれらの情報に統合
されたシステムからシームレスにアクセスできるように
する必要があります。荷送人と物流サービスプロバ
イダ (LSP) が市場のダイナミクスに基づいた価格
見積をリアルタイムに入手できるようにすることで、
TMS は事前の計画と実行の一貫として、貨物輸
配送能力をあらかじめ確保することができます。

リアルタイムの接続、可視化、連携により世界中
の輸配送業者のネットワークを最適化することで、
企業は劇的なコストダウンを促進し、サービスを向
上させ、環境への影響を最小限に抑えることがで
きます。

デジタル輸配送業者ネットワーク管
理は、サプライチェーン全体でのシー
ムレスなパートナーのエコシステムを構
築します。柔軟なマルチチャネルの接
続によって、TMS は1対1およびネッ
トワークレベルの通信、データ共有、
ワークフローをサポートします。
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

理想の TMS を見つけるための
6つのステップ

主な問題箇所の特定
輸配送管理ソリューションを探すことにした理
由は何ですか？以下から答えを選んでくださ
い。
 過剰な支出の削減
 納期・数量どおりの配送達成率の向上
 利益率の向上
 自動化の推進による労働力不足への対処
 持続可能性の向上

調査の開始
競争の激しい TMS 分野でリーダーを見つける
ため、以下の質問を行います。
 ベンダーがGartner Magic QuadrantTMの
輸送管理部門で選出されている理由は何
か？

 業界ニュースで特集されている企業はどこか？
 会議、ウェビナー、その他のイベントの主催者ま
たは講演者は誰か？

 イノベーションに投資しているソフトウェア企業は
どこか？

 新しい機能やサービスモデルを導入しているの
は誰か？

過去のリーダーシップがすばらしくても、未来も見据
えているパートナーを見つけてください。

範囲の絞り込み
以下の質問を行って、TMS のリーダーを追従
者と区別します。
 そのプロバイダは業界で存在感を発揮してい
るか？

 貴社のような企業に対して価値を生み出し
ているか？

 貴社特有の課題を反映した課題を解決した
か？

 お客様導入事例と参考事例を持っている
か？

対面会議をスケジュールします。決定に至らない
場合、REP をいくつかのベンダーに送り、ソリュー
ション、提供モデル、他のシステムとの相互運用
性に関して的確な質問をします。

ヒント：REP を使用する場合は、ニーズに合致していて、ベン
ダーが対処できる質問数で、自社のチームが成果を管理でき
るものにしてください。

完璧な TMS を見つけるのは
難しそうに思われますが、6つの
単純なステップを実行するだけ
です。

1 2 3
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

将来の計画
どうしても問題が発生したときには、ベンダー
が確実に対応するようにします。倉庫の最適
化は簡単な取り組みではありませんが、価値
のあることです。

 ソリューションには拡張性があるか？
 使用しているその他のシステムと簡単に相
互運用できるか？

 妥当な立ち上げ期間は？
 アップグレードの方法は？
 ベンダーが提供するサービスはどのようなも
のか？

契約の締結
契約に署名する準備はできましたか？おめでと
うございます。以下のことを完全に理解できて
いるか確認します。

 ソフトウェアの料金体系
 実装の日程
 サービスの料金設定を含むサポート計画

4

業務拠点の訪問とデモの依頼
範囲を絞り込んだので、以下を行います。
 トップのベンダー (またはトップと次点のベン
ダー) を業務拠点に招き、訪問してもらう

 ベンダーを自社のチームに紹介する
 ベンダーに「詳細な」デモの実施を求める
 お客様参考事例を紹介してもらい、話をし
て、貴社のニーズをベンダーが理解し、ベン
ダーがそれらのニーズにどう対応してくれるか
を貴社が把握できるようにする

5 6
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適切な輸配送管理システム (TMS) の選び方

Blue Yonder:
輸配送の最適化における
確かなリーダーシップ

Blue Yonder は数十年にわたる
経験、数百もの TMS 導入成功
事例、業界トップクラスのソフトウェ
アポートフォリオに支えられています。
定評のある輸配送管理および倉
庫管理ソリューションから荷組みや
ヤード管理などの新たなマイクロ
サービスに至るまで、Blue 
Yonder は現在の物流に関連す
る課題を把握したうえで、変化す
る課題への対応に特化して設計
されたソリューションも用意していま
す。

輸配送管理の世界は常に変動しています。です
から、Blue Yonder も決して立ち止まりません。
Blue Yonder は10億ドルを超える研究開発
費を投入し、End-to-Endの輸配送を最適化
するための、業界で最も高度な、包括的かつ相
互運用可能なプラットフォームソリューションを提
供し続けるべく努めています。
違いを知る

TMS の詳細はこちら

Blue Yonder は、2024年の Gartner Magic QuadrantTM (輸
送管理システム部門) で13年連続でリーダーに選出されました1, 2。

Blue Yonder は、倉庫管理システム、輸送管理システム、およびサ
プライチェーン計画を対象にした Gartner Magic Quadrant レポー
トでリーダーとして評価されたわずか2社のうちの1社です3。

1 Magic Quadrant (倉庫管理システム部門)、Brock Johns、Oscar Sanchez 
Duran、Carly West、Manav Jain、2024年3月27日。
2 2020年初頭に JDA から Blue Yonder にリブランドされたため、それ以前は JDA 
と記載されていました。2010年と2012年は Red Prairie という名称でした。
3 Gartner、Magic Quadrant (倉庫管理システム部門)、Simon Tunstall、
Dwight Klappich、Rishabh Narang、Federica Stufano、2024年5月2日。
Magic Quadrant (輸送管理システム部門)、Brock Johns、Oscar Sanchez 
Duran、Carly West、Manav Jain、2024年3月27日。Magic Quadrant (サ
プライチェーン計画ソリューション部門)、Pia Orup Lund、Tim Payne、Joe 
Graham、Caleb Thomson、Jan Snoeckx、2024年4月23日。

GARTNER は、Gartner, Inc. および/またはその関連会社の米国および国際的に
認められた登録商標およびサービスマークです。Magic Quadrant は、Gartner, 
Inc. および/またはその関連会社の登録商標です。ここではいずれも許可を得て使用
しています。All rights reserved.

Gartner は、その研究出版物に記載されているいかなるベンダー、製品、サービスを
推奨するものではなく、またテクノロジーユーザーに対して、最高評価のベンダー、また
は他の称号を持つベンダーのみを選択するように助言するものではありません。
Gartner の研究出版物は、Gartner の研究組織の見解に基づいて構成されており、
事実の羅列として解釈すべきではありません。Gartner は、明示または黙示を問わず、
本調査に関して、商品性や特定目的への適合性の保証を含め、一切の保証を行う
ものではありません。
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https://blog.blueyonder.com/thanks-to-our-tms-customers-blue-yonder-is-a-gartner-magic-quadrant-leader-12-years-in-a-row/
https://ja.blueyonder.com/solutions/transportation-management
https://ja.blueyonder.com/solutions/transportation-management
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